
主な進捗状況等について 

富山県 

 

１ 避難退域時検査について 

・ 基本避難経路（５ルート）に近接する公共施設を対象に、候補地の検討を行っている。 

・ 避難退域時検査については、配置資機材等に課題があることから、国において災害時に機

能できる体制を構築願いたい。 

 

２ 避難行動要支援者対応について 

・ 氷見市において、避難行動要支援者名簿を作成済みであり、地区毎の防災マップ作成を通

じ、関係機関と連携し個別計画作成を進めている。 

 

３ 各種協会との連携強化について 

・ 県バス協会との協定締結について、引き続き協議している。 

 

４ その他 

・ 今年度、ＵＰＺ圏内の住民を対象に避難手段のアンケート調査を実施し、今後の避難計画

の拡充に活かしたいと考えている。 
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当面重視すべき課題

避難計画の骨格部分であり、かつ調査等に時間を要するものについては特に重視して進める必要がある。
志賀地域の進捗状況を踏まえ、当面重視すべき課題を次のとおり提示する。

（１） 検査場所候補地の検討
十分な検査スペース、建物が確保できる場所を検討

（２） 検査体制の確立
レイアウトの作成、資機材及び検査要員の確保、実動機関及び事業者との連携

当面は１避難経路につき１検査場所の確保に努める。

１ 避難退域時検査体制

個別計画を作成し、要支援者が円滑に避難・一時移転できる体制を構築
（１） 支援者の有無

支援者（家族、近所等）がいない場合は確保を検討
（２） 福祉車両の要否

車いす、ストレッチャー仕様の福祉車両の必要数の算出に必要

一般防災部署が作成する個別計画に合わせて作成することが効率的
石川県については、ＰＡＺ調査中の志賀町以外のＵＰＺ市町の早期着手が必要

２ 要支援者の細部調査
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当面重視すべき課題

自治体やタクシー会社が保有する車両にとどまらず、県内の社会福祉施設等が保有している福祉
車両の台数を調査し、地域内の輸送能力を把握する。

３ 県内福祉車両数の調査

（１） 協定の締結の目標に、両県主導により各種協会と協議を進める。協会の懸案事項については
内閣府等と共有し、必要に応じ同府も協議に参加する。

（２） 当面の目標
ア 研修の参加
イ 県防災訓練への参加

４ 各種協会との連携強化



• 病院患者及び社会福祉施設入所者の避難先のマッチング（ＵＰＺ）

• 学校の避難要領整備

• 受入れ市町の体制整備（マニュアル作成等）

• 物資供給体制の整備（集積拠点等）

• 除雪体制の確立

• 安定ヨウ素剤の事前配布準備（ＰＡＺ）

• 円滑な交通体制整備 4

その他取り組むべき課題

重視課題に加え、下記の課題についても可能な限り同時並行で検討を進める。
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